川崎医療福祉学会誌執筆規定 by unknown





原稿の枚数は， 下表のとおりとする （刷り上り原稿はＡ４判で，１頁は２１字ｘ４３行の２段組， 約１，８００字）．
投稿区分 表紙（１頁目） 和文要約（２頁目） 英文要約（３頁目） 本文（刷上り原稿）
総 説 １枚 ８００字以内 ２００語以内 １０頁以内
論 説 １枚 ８００字以内 ２００語以内 １０頁以内
原 著 １枚 ８００字以内 ２００語以内 １０頁以内
短 報 １枚 ４００字以内＊ １００語以内 ４頁以内
資 料 １枚 ４頁以内
＊短報も， 和文要約および英文要約をつけることができる
３． 原稿の構成























（例） 深井喜代子＊１ 新見明子＊２ 田中美穂＊２
＊１ 川崎医療福祉大学 医療福祉学部 保健看護学科
＊２ 川崎医療短期大学 第一看護科
Ｂ． 代表者の氏名と連絡先 （所属機関等の名称と住所，ｔｅｌ，ｆａ メールアドレス）





















（３） 緒言 （理論），研究 （実験） 方法，研究 （実験） 結果，考察，結論，文献，…等，またはこれに準じる．
（４） 論文の文中の見出し番号の順は， 原則として
１ ２ … １．１ １．２ … １．１．１ １．１．２ … とする．
さらに小さい見出しが必要な場合は， 原則として （１），（２）， …，Ａ，Ｂ， …， とする．
（５） 句読点は全角で「．」「，」 とし， 括弧やコロンも全角とする． 数字や％，＝， 不等号 （＜， ＞） 等の記
号は半角とする． またｃｍ等の単位は記号ではなく， 英半角文字で打つ． 文中の英語等は， 略号等の大
文字も含め， すべて半角文字にする．
（６） 注は， 最初に出たものから順に， 右肩付数字で， …ナ１）， …十２） のように示す． 文章の切れ目につ
ける場合は， カンマ， ピリオドの直前の右肩に記す． そして最後に文献の前に一括して記載する．
（７） 数式は， できれば日本語「ＬａＴｅＸ」 形式で表現する．
３５ 文 献
文献は，１つの番号につき，１論文のみとし， 最初に出たものから順番に通し番号の肩付き数字で， …１），
…２，３）， …４‐６） のように示す． 文章の切れ目につける場合は， カンマ， ピリオドの直前の右肩に記す． そし
て最後に一括して下記の記載例の形式で記す． 文献の雑誌名・書名はイタリック体， 巻 （Ｖｏｌｕｍｅ） は， ボー
ルド体にする． 引用文献の著者名は全員を書く．
＜記載例＞
＜学術雑誌＞著者名：題名． 雑誌名 ［イタリック体］， 巻 （号）， 頁－頁， 発行年．
１） 倉敷太郎：岡山県の……． 川崎医療福祉学会誌，１（１），２２２‐２２５，１９９１．








５） 倉敷太郎：福祉社会の……． 初版， 川崎出版， 東京，３１，１９９５．
３６ 図 表
図表については， 以下の規定に従うものとする．
（１） 図表の原図は， 縮小製版できるように鮮明で完全なものとする． 図表が鮮明でない等不適当な場合，
原稿を受理しないことがある．




































３０十２０部 ７２０ ８８０ １，０４０ １，２００ １，３６０ １，５２０
３０十７０部 ２，５２０ ３，０８０ ３，６４０ ４，２００ ４，７６０ ５，３２０
３０十１２０部 ４，３２０ ５，２８０ ６，２４０ ７，２００ ８，１６０ ９，１２０
＊別刷３０部までは無料 （ただし， 表紙なし）
各別刷に別途表紙をつけた場合は， 上記金額に１，５００円加算する
その他希望があれば事務局に相談すること．
（平成２５年７月２５日改正）
＜学会事務局〉 〒７０１‐０１９３ 倉敷市松島２８８
川崎医療福祉大学 中央教員秘書室
Ｔｅｌ：０８６‐４６２‐１１１１（内５４０９５） Ｆａｘ：０８６‐４６３‐３５０８
